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 M7  九州共立大学　工学部　建築学科 

「安心して、みんなで街に出かけよう」事業実行委員会：０９０－２７１０－６８１０（ﾏｷﾀ）   

 

 

日時：2 月 20 日(土)、１１時～１６時 

毎月第３土曜日開催（次回は 3 月 20 日に開催） 

場所：ゆ め 広 場 オリオンプラザ１F （折尾駅東口･駅舎側),八幡西区北鷹見町 13-10） 
障害のある方が、１つ１つていねいに心を込めて製作しました。 

やさしさ・温かさが伝わってきます。是非、ご来店ください！！ 

 

           

授 産 品 バ ザ ー 開 催 

独立行政法人福祉医療機構「長寿・子育て・障害者基金」助成事業 後援：北九州市、北九州市社会福祉協議会 

濤懸はまゆう太鼓の活動を通して、障害を抱えていない子よりも 

抱えている子の素晴らしい才能・感性に気付く事が多くあります。  

障害のベールの下には豊かな才能・感性が渦巻いています。 

「学園＆地域交流ネットワーク」さんの「ゆめ広場」の事業の 

発展にプラスになると思って関わらせて頂きましたが、実行委員 

として関わらせて頂いたことは、才能・感性が豊かな子ども達に接する上で大変貴重な経験を

させて頂きました。 

実行委員手分けをして訪問調査を行う中、私も１１か所を訪問させて頂きました。政策や  

産業構造の変化や景気に翻弄されながらも、しっかりと運営されている姿に頭が下がります。  

授産品だからといって侮ってはいけません力強い商品力を持った素晴らしい品々が数多くあ

りました。パン、クッキー、キャラメル、クリスマスツリー、置物、木工品、カード等々。     

驚きの連続でした。 

でも、数多くの施設・作業所が商品開発や製作作業で大変苦労をされています。障害を抱え

ていない時はどうしても障害を視界の外に置きがちです。しかし何れは誰も皆、障害を抱え  

老いていきます。障害は生きる上で共通の課題であり通過点です。障害を抱えている方々と  

接し、共に課題を解決していく事は将来の自分への準備であると言えます。 

皆様のサポートでこれら授産品の品々が高い商品力を持ち、地元名産のひとつに数えられる

ようになれば地域の発展にも繋がっていくと思います。先ずは精魂込めて作られた多種多様の

授産品を手にとって製作過程での苦労を感じ取ってみられて下さい。 

（濤懸はまゆう太鼓  中西 樹一） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
障害者施設が困っていることやボランティアにお手伝いしてほしいと思っていることを、

各ボランティア団体の特性や、団塊の世代の方の知識や技術、更に、企業などとつなげる  

ことは、障害のある方の就労促進や自立支援になると考え、障害者施設に調査を実施し、 

「架け橋ガイドブック」を製作しています。障害者施設と皆様をつなぐ架け橋となり、お互

いの活動が活性化する一助になれば幸いです。※ガイドブックがご入用の方はご連絡ください。 

 

「障害者施設と地域の交流・架け橋ガイドブック」製作中！ 

http://friestar.com/

